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午
後
５
時
半
、
仕
事
を
切
り
上
げ
、

３
歳
の
長
男
を
迎
え
に
保
育
所
へ
向

か
う
。
保
育
施
設
を
運
営
す
る
オ
ズ

カ
ン
パ
ニ
ー
‐
（
福
岡
市
）
の
小
津
智

一
社
長
（
妃
）
。
社
員
で
も
あ
る
妻
と

共
働
き
で
、
３
回
に
１
回
は
送
り
迎

え
を
担
当
し
て
い
る
。

食
事
作
り
以
外
の
家
事
は
分
担
。

毎
朝
午
前
４
時
に
起
床
、
子
供
２
人

が
起
き
て
く
る
６
時
半
ま
で
に
皿
洗

い
と
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
こ
な
す
。
波

が
立
つ
日
は
自
宅
前
の
海
で
サ
ー
フ

ィ
ン
も
楽
し
む
。
‐
、
「
働
き
づ
め
だ
っ

た
父
親
に
反
発
し
て
い
る
面
も
あ

る
」
と
い
う
。

以
前
は
化
学
メ
ー
カ
ー
の
社
員
。

転
勤
で
福
岡
市
に
来
た
が
、
定
年
ま

で
転
勤
を
繰
り
返
す
生
活
に
疑
問
を

感
じ
妬
歳
で
起
業
し
た
。
現
在
は
社

員
７
人
、
従
業
員
約
帥
人
で
事
業
所

内
の
託
児
所
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の

託
児
を
手
掛
け
る
。

当
初
は
残
業
も
あ
っ
た
。
責
任
感

が
強
い
人
ほ
ど
仕
事
を
抱
え
込
む
。

後
ろ
め
た
さ
か
ら
他
人
に
仕
事
を
回

せ
な
い
人
も
い
た
。
だ
が
「
保
育
は

人
。
保
育
士
の
状
態
が
サ
ー
ビ
ス
に

直
結
す
る
」
・
管
理
業
務
の
あ
る
社

式
司
４
冷
刈
聖
火
角
列
辰
Ｊ
ナ
ハ
ー
ノ
Ｌ
ｒ
Ⅲ
肺
修
士
ぷ
一
兆
了
己
一
ノ
て
ｒ
ノ
ゲ
フ
．
一
、
一
ノ
ウ
ヲ
｜
唇
Ｆ
［
辰
。
、
。
『
蕊
鋪
歯
磨
・
・
躍
・
・
雛

建
設
予
定
地
Ⅱ
３
日
、
佐
賀
県
伊
万
里
市
鍵
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譲
目
指
す
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員
は
時
間
給
社
員
に
現
場
を
任
せ
、
育
て
た
。
週
２
回
、
保
育
所
の
迎
え

就
業
時
間
内
に
業
務
を
こ
な
す
よ
う
に
行
く
た
め
、
前
日
か
ら
予
定
を
調

指
示
。
「
会
社
は
残
業
を
求
め
て
い
整
。
会
議
は
立
っ
た
ま
ま
１
テ
ー
マ

な
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
浸
透
さ
岨
分
ご
と
に
結
論
を
出
す
な
ど
細
切

せ
た
。
れ
で
進
め
た
。
部
下
に
は
営
業
先
で

現
在
は
全
員
が
ほ
ぼ
定
時
に
帰
判
断
す
る
「
持
ち
帰
ら
な
い
営
業
」

宅
。
有
給
休
暇
は
４
月
に
取
得
計
画
を
指
示
。
部
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

を
提
出
さ
せ
て
消
化
を
進
め
る
。
「
残
ヨ
ン
は
、
夜
の
飲
み
会
で
は
な
く
、

業
し
な
い
前
提
で
事
業
計
画
を
組
め
昼
食
に
誘
い
出
し
て
図
っ
た
ｃ
、

ば
実
現
で
き
る
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
安
藤
さ
ん
は
「
家
事
や
育
児
を
す

ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
は
会
社
の
生
る
と
、
物
事
を
同
時
並
行
で
進
め
る

き
残
り
戦
略
で
も
あ
る
」
』
能
力
が
高
ま
る
。
既
に
子
育
て
の
大

◇
◇
変
な
時
期
が
過
ぎ
た
管
理
職
も
、
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
時
に
帰
り
へ
家
族
と
向
き
合
う
こ
と

・
ジ
ャ
パ
ン
」
（
東
京
）
を
創
設
し
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
」
と
言
う
。
・

た
安
藤
哲
也
さ
ん
（
団
）
は
、
企
業
や
試
行
錯
誤
を
続
け
る
「
イ
ク
ボ
ス
」

自
治
体
で
イ
ク
ボ
ス
に
関
す
る
講
た
ち
。
育
児
や
家
庭
参
加
に
理
解
が

演
活
動
を
続
け
る
。
‐
強
調
し
て
い
る
あ
る
上
司
が
こ
れ
か
ら
増
え
る
か
、

の
は
「
上
司
自
身
が
変
わ
る
こ
と
」
組
織
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
《

だ
。
Ⅱ
お
わ
り

楽
天
（
同
）
の
部
長
時
代
、
フ
ル
（
こ
の
連
載
は
吉
田
修
平
、
仲
山
美
一

タ
イ
ム
で
働
く
妻
と
３
人
の
子
供
を
葵
が
担
当
し
ま
し
た
）
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長男を連れて帰宅する小津智一

社長。「育児中の従業員の気持

ちに寄り添える」と言う

ど
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
少
な

い
’
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
と
い

一
つ
。

同
社
は
将
来
的
に
出
力
加
方

詫
ま
で
施
設
を
拡
大
し
た
い
意

向
と
い
い
、
そ
の
場
合
、
投
資

額
は
約
４
０
０
億
円
規
模
に
、

新
規
雇
用
も
さ
ら
に
増
え
る
と

み
ら
れ
る
。
同
課
は
「
地
元
か

ら
の
雇
用
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン

ト
建
設
へ
の
地
元
企
業
参
入
で

市
経
済
は
活
気
づ
く
」
と
期
待

し
て
い
る
。
（
杉
野
斗
志
彦
）

半
導
体
製
造
の
ロ
ー
ム
（
京

都
市
）
は
３
日
、
子
会
社
ロ
ー

ム
・
ア
ポ
ロ
（
福
岡
県
広
川
町
）

の
長
浜
工
場
（
同
県
筑
後
市
）

の
一
部
を
植
物
工
場
に
改
装
し

て
イ
チ
ゴ
の
生
産
を
始
め
た
と

発
表
し
た
Ⅱ
写
真
（
ロ
ー
ム
提

供
）
・
施
設
は
今
月
末
に
完
成

ロ
ー
ム
子
会
社
、
筑
後
市
で

ｆ
Ｊ
場
虻
産

Ｊ
可
王
磁
生

１
体
耐
ゴ

且
導
剛
チ
Ｊ

Ｊ
単
鮮
イ

予
定
で
、
年
間
皿
・
８
非
の
収

穫
を
目
指
す
。

チ
リ
や
ほ
こ
り
な
ど
を
取
り

除
い
た
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
約

３
３
０
平
方
燭
を
植
物
工
場
に

改
装
。
病
害
虫
の
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
、
屋
外
で
の
栽
培

に
比
べ
て
農
薬
の
使
用
回
数
を

加
分
の
１
以
下
に
抑
え
ら
れ
る

と
い
う
。

自
社
開
発
の
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
照
明
で
、
植
物

の
生
育
に
合
わ
せ
た
光
を
当
て

る
。
温
度
・
湿
度
セ
ン
サ
ー

な
ど
も
活
用
し
、
年
間
を
通

じ
た
出
荷
が
可
能
に
な
る
と
い

〉
つ
。 旅

行
代
理
店
の
関
係
者
ら
約
４

０
０
人
が
集
ま
っ
た
全
国
宣
伝

販
売
促
進
会
議
。
市
町
村
ブ
ー

ス
で
は
商
談
会
も
開
か
れ
た

Ⅱ
３
日
午
後
、
大
分
県
別
府
市

す
で
に
数
種
類
の
イ
チ
ゴ
の
一

資
源
を
Ｐ
Ｒ
す
る

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
や

（
Ｄ
Ｃ
）
」
が
来
年
一

大
分
県
で
開
催
さ

に
、
全
国
の
旅
行
一

に
観
光
素
材
や
．

紹
介
す
る
「
全
国

進
会
議
」
が
３
日

市
で
始
ま
っ
た
。
｜

県
外
か
ら
旅
行
業

０
人
が
集
ま
り
、

県
″
の
魅
力
の
悪

Ｄ
Ｃ
は
１
９
７
↑

生
産
を
始
め
て
お

ば
年
末
か
ら
収
穫

み
。
ロ
ー
ム
は
、

チ
ゴ
の
売
上
高
目

は
明
ら
か
に
し
て

同
社
は
「
イ
チ

聖
元
が
軌
道
に
乗

農
産
物
や
海
外
で

も
検
討
し
た
い
壷（
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